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何
年
か
前
、
初
め
て
函
館
市
内
を
訪
れ
、

元
町
に
あ
る
シ
ャ
ル
ト
ル
の
聖
パ
ウ
ロ
修

道
女
会
の
修
道
院
を
道
か
ら
眺
め
な
が
ら
、 

１
８
７
８
年
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
や
っ
て
き
た

修
道
女
３
人
が
こ
の
地
で
教
育
と
福
祉
の
奉

仕
を
始
め
た
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

３
年
前
、
仙
台
教
区
の
司
教
に
な
っ
て
、
そ

の
ス
ー
ル
た
ち
に
つ
な
が
る
仙
台
白
百
合
女

子
大
学
で
修
養
会
の
講
話
と
ミ
サ
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
す
。

シ
ャ
ル
ト
ル
の
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
は
５

つ
の
大
陸
に
ま
た
が
る
40
カ
国
に
存
在
し
ま

す
。
修
道
女
た
ち
（
ス
ー
ル
た
ち
）
は
、
最

初
の
使
命
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
、
教
育
と

福
祉
の
奉
仕
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ス
ー
ル
た

ち
の
奉
仕
活
動
の
源
は
、
次
の
言
葉
で
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。「
キ
リ
ス
ト
の
愛
は
、
そ

の
優
し
さ
と
善
意
を
す
べ
て
の
人
と
分
か
ち

合
う
た
め
に
、
私
た
ち
を
駆
り
立
て
続
け
て

い
る
。」
こ
れ
は
、
聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
で
す
。

聖
パ
ウ
ロ
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
使
徒
で

す
。
彼
が
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
体
に
宛
て
た
手

紙
は
、
新
約
聖
書
の
重
要
な
部
分
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
聖
パ
ウ
ロ
の
数
々
の
名
言
は
、

時
代
を
超
え
て
共
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
的
に
向
か
う
た
め
に
は
、
宗
教
的
な
信

仰
、
あ
る
い
は
、
世
俗
的
な
信
念
が
必
要
で

す
。
今
日
の
世
界
は
多
く
の
「
違
い
」
を
抱

え
て
い
ま
す
。
最
近
、
仙
台
市
内
で
も
多
言

語
、
民
族
の
違
い
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
仙
台
白
百
合
女
子
大
学

が
目
指
す
「
一
人
ひ
と
り
の
『
い
の
ち
』
が

輝
く
」
教
育
の
土
台
は
、「
違
い
」
を
認
め

る
信
念
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。「
一
人
一
人
が
私
と
同
じ
よ
う
に

尊
い
価
値
が
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
は
、
多
様
性

を
認
め
合
う
前
提
で
す
。

「
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、
す
べ
て
と
な

る
」、
こ
れ
も
聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
で
す
。
こ

の
一
句
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
文

脈
を
読
み
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
コ
リ
ン

ト
の
人
々
へ
の
第
一
の
手
紙
９
：
19

−

23
）。

当
時
は
、
身
分
や
宗
教
の
「
違
い
」
が
、
交

わ
り
を
阻
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
聖
パ

ウ
ロ
は
自
分
自
身
が
異
な
る
文
化
の
人
々
の

と
こ
ろ
に
出
か
け
、「
違
い
」
の
あ
る
人
々

と
出
会
お
う
と
し
ま
し
た
。

先
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
元
寺
小
路
教
会
で
、

研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
シ
オ

ン
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
）
を
研
究
さ
れ
て
い
る
講
師
の

方
か
ら
、
東
北
に
お
け
る
大
震
災
後
の
外
国

出
身
の
方
々
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

話
題
は
、
私
に
と
っ
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
、
34
年
前
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

来
日
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災

後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
派
遣
に
よ
り
、
当

時
住
ん
で
い
た
大
阪
を
離
れ
、
外
国
出
身
の

被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
に
岩
手
県
に
来
ま

し
た
。
大
震
災
か
ら
13
年
、
彼
ら
の
多
く
は

被
災
地
に
残
っ
て
お
り
、
共
生
社
会
の
実
現

は
課
題
の
一
つ
で
す
。「
国
際
社
会
」
と
は
、

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
現
実
で
す
。
今
の
時

代
は
、
同
じ
地
球
に
住
む
市
民
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
地
域
に
寄
り
添
い
、
世
界

に
は
ば
た
く
女
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
輝
く
大
学
」
を

目
指
す
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
に
関
わ
る
す

べ
て
の
人
々
の
た
め
に
お
祈
り
を
申
し
上
げ

ま
す
。

すべての人に対して、すべてとなる
カトリック仙台教区司教
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子
ど
も
教
育
学
科
の
特
徴

子
ど
も
教
育
学
科
長

三
浦 

主
博

「
子
ど
も
教
育
学

科
」
の
前
身
で
あ
る

「
人
間
発
達
学
科
」は
、

１
９
９
６
年
に
本
学

が
四
年
制
大
学
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
時

か
ら
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
０
３
年
に
「
保
育
士
」
の
養
成
（
22

年
目
）、
２
０
０
７
年
に
「
幼
稚
園
教
諭
」
の
養
成

（
18
年
目
）、
２
０
１
３
年
に
「
小
学
校
教
諭
」
の

養
成
（
12
年
目
）
を
開
始
し
、
多
く
の
卒
業
生
が

保
育
、教
育
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、

教
育
に
特
化
し
た
学
科
で
あ
る
「
子
ど
も
教
育
学

科
」
に
改
組
し
、
新
た
に
「
中
学
校
教
諭
・
英
語
」

の
免
許
も
取
得
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
教
育
学
科
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の

精
神
に
基
づ
く
本
学
の
「
人
間
の
理
解
と
援
助
」

の
建
学
理
念
に
立
ち
、
教
育
・
保
育
学
を
学
び
、

子
ど
も
の
発
達
を
理
解
、
援
助
・
支
援
し
、
実
践

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
職
業
の
た
め
の
教
育
と
よ

り
よ
い
人
間
形
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
教
育
学
科
」
の
特
徴
と
し
て
は
、
幼
児

教
育
と
初
等
・
中
等
教
育
の
連
携
・
接
続
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
小
学

校
教
諭
、
中
学
校
教
諭
の
資
格
免
許
を
取
得
で
き

る
こ
と
で
す
。
卒
業
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
・

保
育
現
場
で
充
分
な
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

１
年
次
か
ら
実
践
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
１
・
２
年

次
の
「
一
日
観
察
実
習
」
で
は
、
学
生
た
ち
が
実

際
に
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
に

お
い
て
保
育
・
教
育
現
場
に
お
い
て
子
ど
も
と
触

れ
合
う
機
会
を
設
け
て
お
り
、
３
・
４
年
次
の
「
教

育
実
習
」「
保
育
実
習
」
で
は
、
取
得
す
る
資
格
・

免
許
に
応
じ
て
、
保
育
所
（
４
週
間
）・
幼
稚
園
（
４

週
間
）・
小
学
校
（
４
週
間
）・
児
童
福
祉
施
設
等
（
２

週
間
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
長
期
間
に
渡
る
実

習
に
参
加
し
、
実
践
的
な
学
び
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

学
内
に
は
、
主
に
未
就
園
の
親
子
を
対
象
と
し

た
子
育
て
支
援
施
設
「
ゆ
り
っ
こ
広
場
」
が
あ
り
、

毎
月
、
学
生
も
企
画
・
参
加
し
な
が
ら
、
実
践
を

通
し
た
学
び
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
教

育
学
科
と
し
て
は
、
地
域
連
携
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
富
谷
市
と
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
連
携

協
定
に
基
づ
く
活
動
や
、
昨
年
度
は
、
仙
台
市
泉

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
職
員
の
方
と

学
生
の
共
同
作
業
に
よ
り
、
検
診
時
に
配
布
す
る

子
育
て
支
援
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
も

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、ゼ
ミ
活
動
と
し
て
、

保
育
現
場
で
の
人
形
劇
の
上
演
や
、
保
育
現
場
や

教
育
現
場
の
見
学
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

よ
り
実
践
的
な
力
が
身
に
つ
く
よ
う
な
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
学
び
を
経
て
、
資
格
・
免
許
を
取
得

し
た
学
生
の

就
職
率
は
、

前
身
の
人
間

発
達
学
科
か

ら
継
続
し
て

６
年
連
続 

１
０
０
％
で

あ
り
、
こ
れ

も
「
子
ど
も

教
育
学
科
」

が
誇
る
特
徴

の
一
つ
に
な

り
ま
す
。

心
理
と
福
祉
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

学
べ
る
学
科
へ
の
招
待　
　
　

人
間
学
部
長
（
心
理
福
祉
学
科
長
兼
務
）

白
川 

充

人
間
学
部
心
理
福

祉
学
科
が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
は
２
０
１
３

年
４
月
で
す
か
ら
、

10
年
が
過
ぎ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の

間
、
紆
余
曲
折
が
あ

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
あ
た
り

か
ら
、
学
科
と
し
て
は
落
ち
着
い
た
取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
古
い
言
葉

で
す
が
、
こ
の
学
科
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
と

聞
か
れ
れ
ば
「
心
理
と
福
祉
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学

べ
る
学
科
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
素
直
に
言
っ
て
バ
ラ
ン
ス
は
い
い
の
で
す

が
、こ
こ
で
い
う
心
理
と
福
祉
に
は
、実
は
「
限
界
」

が
あ
り
ま
す
。
心
理
学
や
社
会
福
祉
学
を
学
問
と

し
て
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
広
が
り
と
深
み
が

あ
る
分
野
で
す
が
、
本
学
科
で
は
二
つ
の
分
野
の

基
礎
的
な
部
分
と
中
心
的
分
野
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
て
、
単
独
の
心
理
学
科
や
社
会

福
祉
学
科
に
比
べ
る
と
、
守
備
範
囲
は
狭
く
浅
い

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
10
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
の
中
で
、

心
理
福
祉
学
科
の
心
理
と
福
祉
の
学
び
は
「
深
化

（
進
化
）」
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
、
基
礎
的
な

部
分
と
中
心
的
分
野
を
効
率
よ
く
学
ぶ
こ
と
に
つ

い
て
は
磨
き
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
新
し
い

視
点
も
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
象
徴
が
卒
業
時
到
達
目
標
と
し
て
「
卒
業

研
究
」
を
必
修
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「
卒
業
研
究
」
の
必
修
化
は
心
理
コ
ー
ス
が
先
行
し
、

福
祉
コ
ー
ス
が
追
い
つ
き
２
０
２
４
年
度
卒
業
生

よ
り
実
現
で
き
た
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
は
本
学

が
掲
げ
る
少
人
数
教
育
の
到
達
点
で
も
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
象
徴
は
「
出
口
」
で
す
。
大
学
評

価
の
一
つ
の
指
標
は
卒
業
生
が
い
か
に
社
会
で
活

躍
す
る
か
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
で
、
い
ま
だ
10

年
と
い
う
若
い
学
科
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
に
多

様
な
就
職
先
と
社
会
貢
献
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
理
系
・
福
祉
系
専
門
職
、
公
務
員
、
一
般
企
業
、

ま
た
大
学
院
進
学
と
多
彩
で
す
。
社
会
福
祉
士
・

精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
の
合
格
率
も
少
人
教

育
ゆ
え
受
験
者
数
は
少
な
い
で
す
が
、
一
定
の
合

格
率
を
保
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公
認
心
理
師
を

目
指
し
心
理
系
大
学
院
に
進
学
す
る
人
も
一
定
数

い
ま
す
。

小
さ
な
大
学
の
小
さ
な
学
科
、
そ
の
小
さ
さ
を

生
か
し
た
少
人
数
教
育
に
よ
る
き
め
細
か
い
指
導

に
よ
っ
て
、
心
理
と
福
祉
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
び

多
様
な
進
路
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
こ
こ
に
こ

の
学
科
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

健
康
栄
養
学
科
の｢

魅
力｣

に
つ
い
て

健
康
栄
養
学
科
長

小
嶋 

文
博

健
康
栄
養
学
科
は
、

２
０
１
０
（
平
成
22
）

年
に
食
物
学
専
攻（
定

員
25
名
）
を
募
集
停

止
し
、
管
理
栄
養
専

攻
（
定
員
増
で
80
名
）

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

管
理
栄
養
専
攻
の
み
と
な
っ
た
健
康
栄
養
学
科
は
、

国
家
資
格
で
あ
る
管
理
栄
養
士
の
養
成
を
主
眼
に

学
科
の
「
魅
力
」
に
つ
い
て

Report



Report

3 Lis Blanc　No.87　2024.12.10

置
い
た
学
科
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
す
で
に
14

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

管
理
栄
養
士
養
成
課
程
を
も
つ
大
学･

専
門
学

校
は
全
国
で
１
５
０
校
を
超
え
て
お
り
、
ど
の
大

学･

専
門
学
校
で
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
次

の
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

１
．�専
門
知
識
の
習
得
：
栄
養
学
や
生
理
学
、
臨
床

栄
養
学
、
公
衆
栄
養
学
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
と
患
者
へ
の
栄
養
指
導
を
行
う
た

め
の
知
識
、
地
域
社
会
の
栄
養
改
善
や
食
育
、

健
康
促
進
の
た
め
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
学
べ

る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
実
践
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
人
々
の
栄
養
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

２
．�実
践
的
ス
キ
ル
：
調
理
技
術
や
栄
養
指
導
技
術

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
ほ
か
、
医
療
機
関
や
福
祉

施
設
、
保
健
所
、
学
校
な
ど
で
の
実
習
を
通
じ

て
実
際
の
現
場
で
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
理
論

だ
け
で
な
く
実
践
力･

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
。

３
．�研
究
と
倫
理
：
栄
養
に
関
す
る
研
究
を
行
う
た

め
の
基
本
的
な
研
究
手
法
や
デ
ー
タ
分
析
の
基

礎
、
栄
養
士
と
し
て
の
倫
理
観
に
つ
い
て
も
学

べ
る
。
ま
た
栄
養
や
健
康
に
関
す
る
研
究
や
ト

レ
ン
ド
を
学
ぶ
こ
と
で
、
常
に
最
新
の
知
識
が

得
ら
れ
、こ
れ
に
よ
り
、変
化
す
る
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
。

４
．�多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
： 

病
院
、
福
祉
施
設
、

学
校
、
企
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
就
職
の

機
会
が
あ
り
、
ま
た
、
研
究
や
教
育
分
野
で
も

活
躍
で
き
る
道
が
開
け
る
。

５
．�資
格
取
得
：
養
成
課
程
を
修
了
す
る
と
、
国
家

試
験
を
受
験
で
き
、
合
格
す
る
こ
と
で
管
理
栄

養
士
と
し
て
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
本
学
健
康
栄
養
学
科
の｢

魅
力｣

は
何

で
す
か
と
問
わ
れ
た
場
合
、
皆
さ
ん
は
何
を
あ
げ

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
合

格
率
が
比
較
的
高
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
…
私
は
一

番
に
あ
げ
た
い
こ
と
は
、
学
生
を
学
外
に
出
し
て

実
習
を
行
わ
せ
る
各
臨
地
実
習
の
事
前
事
後
を
含

め
た
先
生
方
の
き
め
細
か
い
ご
指
導
で
す
。
本
当

に
ご
担
当
の
先
生
方
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
白
百
合
の
特
徴
と
し
て
共
通
で
（
他

学
科
で
も
そ
う
な
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
）、
大
変

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
が｢

魅
力｣

だ
か
ら
と
い
っ

て
入
学
者
募
集
に
直
接
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
よ

う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
生
一
人
一
人
を
育
む
き
め

細
か
い
地
道
な
教
育
は
、
い
ず
れ
必
ず
社
会
貢
献

へ
と
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
立
証
す
る
か
の

よ
う
に
、
き
め
細
か
い
地
道
な
教
育
を
継
続
し
て

こ
ら
れ
た
佐
々
木
教
授
が
、
こ
の
度｢

栄
養
士
養

成
功
労
者｣

と
し
て
10
月
13
日
に
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
東
京
で
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
学
科
と
し
て

も
大
学
と
し
て
も
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。

過
去
か
ら
現
在
ま
で
、
普
遍
的
な
健
康
栄
養
学

科
の｢
魅
力｣
は
こ
れ
（
き
め
細
か
い
地
道
な
教
育
）

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す

進
む
少
子
化
の
社
会
情
勢
に
対
応
す
べ
く
、
目
に

見
え
る
プ
ラ
ス
α
の
新
た
な
「
魅
力
」
を
追
加
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
の
魅
力

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」紹
介

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
長

山
田 

恵

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
の

最
大
の
魅
力
は
、
提

携
校
に
１
年
間
留
学

し
て
も
４
年
間
で
卒

業
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
す
が
、
海
外

研
修
科
目
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
学
科

開
設
時
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
「
異
文
化

体
験
」
で
、
主
に
ア
ジ
ア
圏
の
文
化
体
験
を
中
心
と

す
る
２
泊
３
日
～
３
泊
４
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
が
、
今
回
と
り
あ
げ
る
、
２
０
２
３

年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
、
主
に
海
外
で
の
職
業

体
験
を
積
む
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
で
す
。
長
短
期
の
提
携
校
留
学
に
参
加
し
な

い
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
２
つ
の
科
目
の
い
ず
れ
か

を
受
講
す
る
こ
と
が
学
科
の
卒
業
要
件
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
か
初
回
参
加
時
に
大
学
よ

り
10
万
円
ま
で
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
そ

の
名
の
通
り
、
主
に
海
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
体
験
す
る
た
め
の
科
目
で
す
が
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
対
象
と
す
る
国
内
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
行
先
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
、

韓
国
ソ
ウ
ル
、
韓
国
マ
サ
ン
、
グ
ア
ム
国
際
空
港
、

南
三
陸
観
光
協
会
の
６
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
し

た
。
期
間
は
、
行
先
と
内
容
に
よ
っ
て
１
週
間
～

４
週
間
か
ら
選
択
可
能
で
す
。
行
先
は
完
全
に
受

講
生
の
希
望
で
決
ま
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
先
企
業
様
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
希
望
や
語
学

力
を
考
慮
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
10
名
ほ
ど
の
学
生

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

最
も
期
間
が
長
か
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
で
の
４
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
韓
国
ソ

ウ
ル
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
日
本
か
ら

の
旅
行
者
を
支
援
す
る
通
訳
と
し
て
の
体
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
た
参
加
者
も
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

グ
ア
ム
国
際
空
港
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
内
の
見
学
や
、
搭
乗
の
お
手
伝
い

な
ど
、
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

昨
年
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
４
年
生
か
ら
は
、「
留
学
で
は
経
験
で
き
な

い
海
外
で
の
職
業
体
験
は
個
人
の
経
験
と
し
て
も

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、
就
職
の
面
接
の
際

に
面
接
官
の
方
々
が
大
変
関
心
を
も
っ
て
く
だ
さ

り
、
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
第
一
希
望
の
就
職
先

に
就
職
で
き
ま
し
た
」
と
の
嬉
し
い
声
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
に
は
、「
Ｉ
Ｔ

ビ
ジ
ネ
ス
」「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
」「
共
生
社
会
」
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
４
つ
の
ス
タ
デ
ィ
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
の
ス
タ
デ
ィ
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
い
て
も

こ
の
科
目
を
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
国
際

的
な
体
験
を
積
む
こ
と
で
卒
業
後
の
進
路
選
択
の

幅
が
一
層
広
が
る
こ
と
が
学
科
の
最
大
の
魅
力
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

学
科
の
「
魅
力
」
に
つ
い
て
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オ
ペ
レ
ッ
タ

人
間
発
達
学
科
４
年

�

Ｔ
・
Ｒ

（
盛
岡
白
百
合
学
園
高
校
）

　

私
た
ち
人
間
発
達

学
科
の
４
年
生
は
、

前
期
の
授
業
の
中
で

「
11
匹
の
ね
こ
」
の

オ
ペ
レ
ッ
タ
を
行
い

ま
し
た
。
２
，
３
年

生
の
頃
か
ら
当
時
の

４
年
生
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
観
て
、
私
達
も
４

年
生
に
な
っ
た
ら
こ
ん
な
に
素
敵
な
も
の
が

作
れ
る
の
か
と
不
安
に
な
る
と
同
時
に
、
学

生
主
体
で
い
ち
か
ら
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ

る
こ
と
を
、
と
て
も
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し

た
。
施
設
実
習
を
終
え
た
５
月
か
ら
本
格
的

に
オ
ペ
レ
ッ
タ
に
取
り
組
み
始
め
、
実
習
の

反
省
や
他
の
授
業
と
も
並
行
さ
せ
な
が
ら
、

７
月
の
本
番
ま
で
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
ま

し
た
。
授
業
の
時
間
だ
け
で
な
く
、
空
き
時

間
に
も
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
声
を
か
け
て
集

ま
り
、
衣
装
や
大
道
具
の
制
作
を
行
っ
た
り
、

パ
ー
ト
毎
の
練
習
に
励
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

本
番
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
ど
う
し
た
ら
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
ん
で
観
て
く
れ
る
か
を
考
え
、

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
目
線

や
声
の
ト
ー
ン
な
ど
細
か
い
演
出
に
も
こ
だ

わ
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

番
当
日
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ

楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
ス
テ
ー
ジ
で
演
じ
な

が
ら
み
て
、
肌
で
感
じ
、

大
き
な
達
成
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
年
間
同
じ
夢
や
目

標
に
向
か
っ
て
学
び
、

辛
い
こ
と
も
乗
り
越
え

て
き
た
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
て
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
経
験
が
で
き
、
と

て
も
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
換
留
学
生
修
了
式

学
生
会
報
告

留
学
生
紹
介

　

７
月
17
日
（
水
）
本
学
ベ
ル
ナ
デ
ッ
タ
で

交
換
留
学
生
修
了
式
が
執
り
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
羅ら

苡い

瑄せ
ん

さ
ん
〈
台
湾
：
静
宜
大
学
〉、
林り
ん

思し

瑜ゆ

さ
ん
〈
台
湾
：
開
南
大
学
〉
の
２
名
の

留
学
生
に
修
了
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
留
学
生
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
留
学
中
に

体
験
し
た
こ
と
に
関
す
る
思
い
出
な
ど
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

学
生
会
長
　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科
３
年

��

Ｋ
・
Ｓ�

（
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
高
等
学
校
）

　

今
年
度
の
学
生
会

活
動
で
は
、
学
生
生

活
を
楽
し
く
、
充
実

し
た
も
の
を
実
現
す

る
た
め
に
、
恒
例
イ

ベ
ン
ト
の
充
実
さ
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
週
一
回
の
集

会
を
新
た
に
設
け
、
学
生
同
士
の
意
見
交
換

や
活
動
の
進
捗
を
確
認
す
る
場
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
円
滑
に
イ
ベ
ン
ト

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ン
バ
ー
間

の
連
携
も
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
入
生

歓
迎
会
で
は
、
構
内
全
体
を
使
っ
た
ク
イ
ズ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

内
を
歩
き
回
り
、
各
所
で
出
題
さ
れ
る
ク
イ

ズ
に
挑
戦
す
る
形
で
、
新
入
生
は
も
ち
ろ
ん
、

在
学
生
も
楽
し
み
な
が
ら
構
内
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
年
恒
例
の
Y
u
k
a
t
a 

D
a
y
も
大
成

功
を
収
め
ま
し
た
。
今
年
は
出
店
を
し
ま
し

た
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
わ
た
あ
め
、
景
品
釣

り
な
ど
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
な
場
を

作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浴
衣
を
着
て
授
業
に

参
加
で
き
た
り
、
放
課
後
の
時
間
に
花
火
大

会
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
よ
り
濃
く
、
楽
し

く
浴
衣
に
触
れ
る
機
会
づ
く
り
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活

動
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
に
は
、
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

も
控
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
十
分
に
活
か
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
機
会
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
学
生
会
活
動
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
学
び
と
経
験
の
始
ま
り

��

Ｉ
・
Ｓ

　

こ
ん
に
ち
は
！
私
は
韓
国
の
誠
信
女
子
大

学
校
か
ら
来
た
留
学
生
イ
ム
・
ス
ヒ
ョ
ン
と

申
し
ま
す
。
昔
か
ら
日
本
に
つ
い
て
興
味
が

あ
り
、
日
本
語
の
実
力
を
つ
け
る
た
め
に
留

学
を
決
心
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

大
学
か
ら
こ
こ
に
留
学
に
来
た
先
輩
が
い
な

く
て
、
ど
ん
な
学
校
な
の
か
と
て
も
気
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
直
接
来
て
み
る
と
本
当

に
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
施

設
が
学
生
た
ち
の
便
宜
を
考
慮
し
て
よ
く
造

成
さ
れ
て
い
て
、
特
に
図
書
館
が
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
本
が
多
く
、

雰
囲
気
も
快
適
で
、
勉
強
に
集
中
し
や
す
い

環
境
で
す
。
先
生
方
も
授
業
に
と
て
も
情
熱

的
で
、
学
生
と
先
生
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
活
発
だ
と
い
う
点
も
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
も
親
切
で
た
く

さ
ん
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
外
国
の

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
に
大
き
な
興
味
が

あ
る
の
で
、
留
学
期
間
中
に
日
本
の
社
会
と

文
化
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
知
り
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
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茶
道
部
活
動
報
告

し
ら
ゆ
り
健
康
倶
楽
部
開
催
報
告

白
百
合
祭
報
告

カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
所
の
本
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　

　

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
の
茶
道
部
は
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
本
格
的
に
部
活
動
を
再

開
い
た
し
ま
し
た
。
茶
道
部
の
立
ち
上
げ
か

ら
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
岡
崎
宗
豊
先

生
か
ら
引
き
継
ぎ
を
し
、
新
し
く
小
谷
宗
仁

先
生
を
外
部
講
師
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
来
る
２
０
２
４
年
度
大
学
祭
の
お
茶

会
に
向
け
て
、
日
々
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら

長
期
的
な
活
動
を
視
野
に
入
れ
お
稽
古
に
励

む
日
々
で
す
。
10
月
の
大
学
祭
の
お
茶
会
は
、

５
年
ぶ
り
の
学
祭
茶
会
で
す
。
ま
だ
、
お
稽

古
を
始
め
て
間
も
な
い
部
員
も
多
い
中
、
棚
点

前
で
お
客
様
を
お
も
て
な
し
し
た
い
！
と
意

気
込
み
、
日
々
の
お
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

村
田
部
長
や
平
副
部
長
の
勧
誘
も
あ
り
、

現
在
の
部
員
は
９
名
に
増
え
ま
し
た
。
小
谷

宗
仁
先
生
か
ら
は
、
お
点
前
以
外
に
も
茶
道

全
般
の
知
識
を
ご
指
導
い
た
だ
き
、
我
々
は

茶
道
に
魅
了
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
美
味
し
い

季
節
の
和
菓
子
や
お
抹
茶
は
、
毎
回
の
楽
し

み
で
す
。
互
い
に
教
え
合
い
学
年
の
壁
を
超

え
て
の
普
段
の
部
活
動
で
は
美
し
い
立
ち
振

る
舞
い
や
お
点
前
や
お
作
法
を
学
び
、
茶
道

の
心
に
触
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
福
祉
学
科
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
課
程
で
は
、
毎
年
近
隣

地
域
の
高
齢
者
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、「
し

ら
ゆ
り
健
康
倶
楽
部
～
み
ん
な
で
・
遊
ん
で
・

笑
っ
て
・
健
康
長
寿
！！
～
」
を
、
前
期
３
回
、

後
期
３
回
ほ
ど
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

毎
回
20
名
以
上
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
企
画
は
、
い
つ
も
盛
り
上
が
り
を
み

せ
て
く
れ
ま
す
。
中
に
は
体
力
的
に
あ
ま
り

企
画
参
加
出
来
ま
せ
ん
が
、
学
生
さ
ん
と
の

交
流
を
楽
し
み
に
毎
年
来
て
く
れ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

又
、
参
加
者
の
方
々
の
声
が
け
や
フ
ォ
ロ
ー

に
は
、「
気
遣
い
」
や
「
優
し
さ
」
が
あ
り
、

心
温
ま
る
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
々
と
の
関
わ
り
は
、
普
段
の

生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自
分
で
は
気
が
付
か
な
か
っ

た
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
な
体
験
と
な
り
、
こ

れ
こ
そ
が
多
世
代
交
流
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

貴
重
な
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
て

く
だ
さ
っ
て

い
る
高
齢
者

の
皆
様
方
、
毎

年
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
生
に

経
験
さ
せ
て
く

だ
さ
り
、
心
よ

り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

白
百
合
祭
実
行
委
員
長
　
心
理
福
祉
学
科
３
年

��

Ｋ
・
Ｓ�

（
第
一
学
院
高
等
学
校
　
高
萩
校
）

　

10
月
26
日
と
27
日

に
第
57
回
白
百
合
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

去
年
と
同
様
に
、
２

日
間
開
催
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
中
庭
で
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
を
設

け
、
来
場
し
て
下
さ
っ
た
方
が
参
加
で
き
る
よ

う
な
ゲ
ー
ム
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
去
年
に
引

き
続
き
お
笑
い
ラ
イ
ブ
も
行
い
、
そ
の
結
果
、

1
0
0
9
人
の
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
大
盛
況
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
は
３
年
生
が
３
人
で
、
２
年
生

が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
と
い
う
、
異
例
の
人
数

の
少
な
さ
で
し
た
が
、
１
・
２
年
生
な
が
ら
に

頑
張
っ
て
く
れ
る
後
輩
と
、
隣
で
支
え
て
く
れ

る
副
委
員
長
２
人
、
そ
し
て
い
つ
も
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
教
職
員
さ
ん
の
お
か
げ
で
最
後
ま
で

く
じ
け
ず
に
委
員
長
を
全
う
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
委
員
長
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

も
耐
え
な
が
ら
い
つ
も
楽
し
く
前
向
き
に
考
え

て
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
き
た
経
験
は
、
こ
れ

か
ら
も
私
の
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。当
日
は
、

今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
U
P 

T
O 

Y
O
U

～
あ
な
た
ら
し
く
楽
し
め
～
」
の
よ
う
な
た
く

さ
ん
の
方
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
達
成

感
と
嬉
し
さ
が
こ
み

上
げ
、
実
行
委
員
会

を
し
て
良
か
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。
最
後

に
、
白
百
合
祭
に

ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
企
業
の
皆

様
や
地
域
の
皆
様
、
大

学
関
係
者
の
皆
様
に
第

57
回
白
百
合
祭
が
大
成

功
と
し
て
幕
を
閉
じ
ら

れ
た
こ
と
を
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
書
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
す
る
講
演
会

記
録
と
、
東
北
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
会
の
成
果

の
一
端
を
収
め
た
も
の
で
す
。
十
編
の
各
著

者
の
専
門
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
、
歴
史
学
、

女
性
史
学
、
郷
土
史
研
究
、
博
物
学
、
文
学
、

教
育
学
、
神
学
の
協
働
が
東
北
で
結
実
し
ま

し
た
。
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
キ
リ

シ
タ
ン
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
試
み
た
本
で
す
。

第
Ⅰ
部　

キ
リ
シ
タ
ン
再
発
見

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
問
い
か
け
る
も
の
▽
髙

祖
敏
明
／
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
戦
国
日
本

▽
平
川
新
／
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
諸

相
を
ふ
り
か
え
っ
て
▽
川
村
信
三
／
生
誕
百

年
の
遠
藤
周
作
『
侍
』
と
東
北
キ
リ
シ
タ
ン

▽
山
根
道
公

第
Ⅱ
部　

�

東
北
に
息
づ
く
キ
リ
シ
タ
ン
の
足
跡

地
域
の
人
々
の
活
動
に
生
き
る
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
▽
高
橋
陽
子
／
光
へ
続
い
て
い
る
道
▽

高
橋
陽
子
／
『
米
川
新
聞
』
か
ら
み
え
る
キ

リ
シ
タ
ン
と
地
域
社
会
▽
佐
藤
和
賀
子
／
福

島
の
キ
リ
シ
タ
ン
▽
佐
藤
芳
哉
／
物
語
の
中

の
慶
長
遣
欧
使
節
▽
川
上
直
哉
／
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
お
け
る
殉
教
の
意
義
▽
加
藤
美
紀

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究

所
編
『
東
北
キ
リ
シ
タ
ン
探
訪
』
教
友
社
、

二
〇
二
四
年
三
月
二
五
日
刊
行
、全
四
〇
〇
頁
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
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学生部長　小形　美樹
　2024年10月27日（日）、本学OGである宮城県大
衡村の村長、小川ひろみ様をお招きし、《白百合祭》
特別講演「女性村長は躍動する～大衡村の将来構 
想～」を、本学講堂において開催しました。本企画は、
第一部が小川村長のご講演、第二部が小川村長と本
学学生との対話という二部構成で、白百合祭の来場
者はじめ多くの方々にご参加いただきました。
　開会にあたり、まず、加藤美紀学長から2026年度
に本学が創立60周年を迎えることと、そのスタート
として、学生、教職員、同窓会の皆様の投票で決定
したロゴマークが発表されました。そして、この場
に小川村長をお迎えできたことの喜びが述べられま
した。
　第一部のご講演では、小川村長は、生い立ちと本
学で学ぶことになった経緯からお話しくださり、お
父様の条件にかなう学校が仙台白百合短期大学だっ
たこと、そして、この選択が最高の選択だったと本
学にとって大変嬉しいお言葉をいただきました。さ
らに、卒業後すぐに結婚され三姉妹の母となり、そ
の後、大衡村の教育委員、大衡村議会議員を経験さ
れ、大衡村村長に立候補して当選されたというキャ
リアについて、ユーモアを交えてご紹介くださいま
した。講演のテーマである大衡村の将来構想につい
ては、写真や資料をもとに課題や施策についてわか
りやすく説明されたうえで、今後の展望を示されま
した。もうすぐ135周年を迎える大衡村は豊かな自
然環境に恵まれた村で、北海道・東北ブロックで唯
一、自立持続可能性自治体とされています。しかし
ながら、人口減少・少子高齢化は現実問題でもあり、
その解決のために、①稼ぐ地域をつくるとともに、
安心して働けるようにする、②大衡村への新しいひ
との流れをつくる、③若い世代の妊娠・出産・子育
ての希望をかなえる、④ひとが集う、安心して暮ら
すことができる魅力的な地域をつくるという４つの
目標を掲げて取り組んでいます。そして、豊かな大
衡村を未来につないでいくために、Well-being（「幸
福」「健康」「暮らしやすさ」「住みやすさ」「未来へ
の希望」）を推進しているとのことでした。また、ご
講演の最後には、小川村長が大事にしている３つの
こと、①あいさつ、②夢をもつこと、③感謝につい
て触れられ、学生の皆さんも大事にしてほしいと締
めくくられました。
　第二部の学生との対話では、第一部のご講演を拝
聴した学科代表学生４名からの質問に対してご回答
くださいました。学科代表パネリストは、能方朱里
さん（子ども教育学科２年）、鈴木夏叶さん（心理
福祉学科４年）、佐藤茉央さん（健康栄養学科３年）、
宮崎めぐみさん（グローバル・スタディーズ学科３
年）で、私、小形がコーディネーターを務めました。

　佐藤茉央さんからの質問「大衡村村長になろうと
決意した瞬間やきっかけ」については、教育委員や
村議会の副議長という経験をし、女性の観点をプラ
スして住民の方々のために頑張ろうという思いが
あったとのお話でした。鈴木夏叶さんの「男女平等、
ジェンダー平等が進んでいない地域において、今後
女性が活躍していくためには、どのような働きかけ
が必要か」に対しては、女性が働き続けていけるよ
うな環境づくりが大切だと考えていること、また、
つい最近、全国の女性首長による会議に出席し、男
女平等やジェンダー平等について話し合い、勇気を
もらってきたことも話してくださいました。能方朱
里さんの「これからさらに村長として、ひとりの女
性として取り組みたい具体的な子育て支援などはあ
るか」については、大衡村全体として取り組んでい
るさまざまな支援についてご紹介いただきました。
宮崎めぐみさんの「大衡村の人口減少・少子高齢化
に対応した施策は若者世代を含む在日外国人にも例
外なく適用されるか」という質問に対しては、日本
では例外なく適用されること、さらに、大衡村にお
いては、子どもの予防接種会場や歯科検診など、さ
まざまな情報の提供を積極的に行っていることをご
紹介くださいました。
　講演会の終了時には、仙台白百合女子大学同窓会
の氏家幸子会長から「白百合卒業後、信念をもって
歩まれてきた道のりを知り、同じ同窓生として誇り
を感じた」との感想が述べられ、母校でのご講演に
対しての御礼の花束の贈呈が行われました。
　お忙しい中、ご講演をいただいた小川ひろみ村長
に改めて感謝申し上げます。

《白百合祭》特別講演
「女性村長は躍動する～大衡村の将来構想～」の報告

白
百
合
祭
特
別
講
演
報
告
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2023年度 財務報告 financial report

寄付金の御礼

資金収支計算書� 令和５年４月１日から令和６年３月 31 日まで（単位　円）

収入の部
科　　　　　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 915,635,700 915,635,700 0
手数料収入 10,500,000 5,663,600 4,836,400
寄付金収入 9,400,000 10,492,000 △ 1,092,000
補助金収入 195,340,000 195,532,400 △ 192,400
　　　国庫補助金収入 195,000,000 195,199,300 △ 199,300
　　　地方公共団体補助金収入 340,000 333,100 6,900
　　　その他補助金収入 0 0 0
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 14,250,000 15,752,500 △ 1,502,500
受取利息・配当金収入 3,600,000 3,604,018 △ 4,018
雑収入 22,100,000 26,391,900 △ 4,291,900
借入金等収入 608,881,620 608,881,620 0
前受金収入 137,495,000 85,480,000 52,015,000
その他の収入 63,638,480 63,324,630 313,850
資金収入調整勘定 △ 145,925,000 △ 150,311,993 4,386,993
前年度繰越支払資金 162,385,251 162,385,251
収入の部合計 1,997,301,051 1,942,831,626 54,469,425
支出の部

科　　　　　目 予　算 決　算 差　異
人件費支出 890,650,000 902,472,477 △ 11,822,477
教育研究経費支出 316,750,000 301,306,072 15,443,928
管理経費支出 86,978,000 89,556,163 △ 2,578,163
借入金等利息支出 6,121,620 6,121,620 0
借入金等返済支出 502,760,000 502,760,000 0
施設関係支出 7,100,000 7,342,500 △ 242,500
設備関係支出 15,150,000 10,410,013 4,739,987
資産運用支出 0 0 0
その他の支出 83,628,342 86,529,100 △ 2,900,758

（0）
〔予備費〕 0 0
資金支出調整勘定 △ 31,200,000 △ 41,526,162 10,326,162
翌年度繰越支払資金 119,363,089 77,859,843 41,503,246
支出の部合計 1,997,301,051 1,942,831,626 54,469,425

貸借対照表� 令和６年３月 31 日現在（単位　円）

資産の部
科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 3,208,327,720 3,321,391,209 △ 113,063,489
有形固定資産 2,807,205,300 2,920,268,789 △ 113,063,489

　土地 41,666,199 41,666,199 0
　建物 2,203,164,082 2,291,502,280 △ 88,338,198
　構築物 3,990,238 4,808,918 △ 818,680
　教育研究用機器備品 130,428,568 155,767,668 △ 25,339,100
　管理用機器備品 5,454,387 5,946,106 △ 491,719
　図書 422,028,901 419,631,769 2,397,132
　車両 472,925 945,849 △ 472,924
　建設仮勘定 0 0 0

特定資産 400,000,000 400,000,000 0
　減価償却引当特定資産 0 0 0
　退職給与引当特定資産 400,000,000 400,000,000 0
　第３号基本金引当特定資産 0 0 0
　その他の引当特定資産 0 0 0

その他の固定資産 1,122,420 1,122,420 0
　著作権 0 0 0
　その他の固定資産 1,122,420 1,122,420 0

流動資産 107,359,778 232,722,823 △ 125,363,045
　現金預金 77,859,843 162,385,251 △ 84,525,408
　未収入金 23,496,993 63,638,480 △ 40,141,487
　その他の流動資産 6,002,942 6,699,092 △ 696,150

資産の部合計 3,315,687,498 3,554,114,032 △ 238,426,534
負債の部

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　減
固定負債 1,453,030,130 1,352,201,614 100,828,516

　長期借入金 970,964,100 864,842,480 106,121,620
　退職給与引当金 482,066,030 487,359,134 △ 5,293,104
　その他の固定負債 0 0 0

流動負債 242,069,189 329,417,127 △ 87,347,938
　短期借入金 102,760,000 102,760,000 0
　前受金 85,480,000 127,925,000 △ 42,445,000
　その他の流動負債 53,829,189 98,732,127 △ 44,902,938

負債の部合計 1,695,099,319 1,681,618,741 13,480,578
純資産の部

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　減
基本金　 7,876,906,425 7,817,041,129 59,865,296

第１号基本金 7,785,906,425 7,726,041,129 59,865,296
第２号基本金 0 0 0
第３号基本金 0 0 0
第４号基本金 91,000,000 91,000,000 0

繰越収支差額 △ 6,256,318,246 △ 5,944,545,838 △ 311,772,408
翌年度繰越収支差額 △ 6,256,318,246 △ 5,944,545,838 △ 311,772,408

純資産の部合計 1,620,588,179 1,872,495,291 △ 251,907,112
負債及び純資産の部合計 3,315,687,498 3,554,114,032 △ 238,426,534

事業活動収支計算書� 令和５年４月１日から令和６年３月 31 日まで（単位　円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金 915,635,700 915,635,700 0

手数料 10,500,000 5,663,600 4,836,400

寄付金 9,400,000 10,492,000 △ 1,092,000

経常費等補助金 195,340,000 195,532,400 △ 192,400

　　　国庫補助金収入 195,000,000 195,199,300 △ 199,300

　　　地方公共団体補助金収入 340,000 333,100 6,900

　　　その他補助金収入 0 0 0

付随事業収入 14,250,000 15,752,500 △ 1,502,500

雑収入 22,100,000 26,391,900 △ 4,291,900

教育活動収入計 1,167,225,700 1,169,468,100 △ 2,242,400

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　　　目 予　算 決　算 差　異

人件費 942,560,000 897,179,373 45,380,627

教育研究経費 439,690,000 424,490,450 15,199,550

管理経費 97,388,000 99,959,912 △ 2,571,912

徴収不能額等 0 0 0

教育活動支出計 1,479,638,000 1,421,629,735 58,008,265

教育活動収支差額 △ 312,412,300 △ 252,161,635 △ 60,250,665

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　目 予　算 決　算 差　異

受取利息・配当金 3,600,000 3,604,018 △ 4,018

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 3,600,000 3,604,018 △ 4,018

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　　　目 予　算 決　算 差　異

借入金等利息 6,121,620 6,121,620 0

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 6,121,620 6,121,620 0

教育活動外収支差額 △ 2,521,620 △ 2,517,602 △ 4,018

経常収支差額 △ 314,933,920 △ 254,679,237 △ 60,254,683

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　目 予　算 決　算 差　異

資産売却差額 0 0 0

その他の特別収入 0 3,223,716 △ 3,223,716

　　　施設設備寄付金 0 0 0

　　　現物寄付 0 3,223,716 △ 3,223,716

　　　施設設備補助金 0 0 0

特別収入計 0 3,223,716 △ 3,223,716

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　　　目 予　算 決　算 差　異

資産処分差額 0 451,591 △ 451,591

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 0 451,591 △ 451,591

特別収支差額 0 2,772,125 △ 2,772,125

（0）

〔予備費〕 0 0

基本金組入前当年度収支差額 △ 314,933,920 △ 251,907,112 △ 63,026,808

基本金組入額合計 △ 120,400,000 △ 59,865,296 △ 60,534,704

当年度収支差額 △ 435,333,920 △ 311,772,408 △ 123,561,512

前年度繰越収支差額 △ 5,944,545,838 △ 5,944,545,838 0

基本金取崩額 0 0 0

翌年度繰越収支差額 △ 6,379,879,758 △ 6,256,318,246 △ 123,561,512

（参考）

事業活動収入計 1,170,825,700 1,176,295,834 △ 5,470,134

事業活動支出計 1,485,759,620 1,428,202,946 57,556,674

滋野 純子	 横尾 元意	 石亀 里佳	 大坂 紫乃	 平島 和灯	 石川 玲子	 加藤 千草	 神崎 祥弥香	 大本 泉	 青山 映子	
氏家 幸子	 湊 順子	 保坂 亜衣	 稗田 久美子	 白鳥 裕子	 加藤 裕子	 渡邉 博子	 千葉 よう子	 後藤 吉峰	 菅原 邦子	
寺崎 公二	 大野 輔	 森 清一	 渡辺 郁美	 熊谷 治子	 八重樫 政泰	 髙橋 儀成	 渡邊 康博	 村上 節	 宮崎 正美	
佐藤 忍	 本宮 こころ	 西館 冨久子	 高橋 幸治	 佐藤 和徳	 髙橋 義行	 土屋 智晴
マイクロアルジェコーポレーション株式会社	 有限会社五橋商事	 株式会社システムズ	 子育てサポートばんそうこう	
仙台白百合女子大学後援会　匿名12名　同名２名

2023（令和５）年10月1日から2024（令和６）年9月30日までの寄付状況をご報告いたします。
皆様のご協力に深く感謝し、厚く御礼申し上げます。

【寄付者御芳名】（順不同　敬称略）

区　分 件数 金 　額
在学生保証人 15 240,000
教 職 員 等 7 930,000
団体・法人等 6 7,950,000
一般篤志家等 3 312,000
同 窓 生 25 1,580,000

計 56 11,012,000

寄付金担当（庶務課）
電話	 022-372-3254
FAX	 022-375-4343
E-mail
�shomu@sendai-shirayuri.ac.jp

２
０
２
３
年
度
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の
御
礼
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お問い合わせ先 　入試広報課　TEL：022-374-5014（直通）　E-mail：nyushi@sendai-shirayuri.ac.jp

� ※出願の際は、学生募集要項をご確認ください。

【一般選抜〔Ａ日程〕】
●出願期間および試験日等

出　願　期　間 試　験　日 合格発表日
2025 年 1月６日（月）～ 1月 22日（水）　当日消印有効 2月 5日（水） 2月 14日（金）

●試験科目

教　　科 試　験　科　目
国　語 現代の国語、言語文化（ただし古文・漢文を除く）
外国語 英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ、論理・表現Ⅰの内容を含む）

●試験場　①本学会場　②青森会場【青森県観光物産館アスパム】　③盛岡会場【マリオス】　④秋田会場【秋田県総合保健センター】　⑤山形会場【ヤマコーホール】　⑥郡山会場【郡山商工会議所】

【一般選抜〔Ｂ日程〕】
●出願期間および試験日等

出　願　期　間 試　験　日 合格発表日
2025 年２月７日（金）～２月 19日（水）　当日消印有効 ３月３日（月） ３月７日（金）

●試験科目

教　　科 試　験　科　目
国　語 現代の国語、言語文化（ただし古文・漢文を除く）
外国語 英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ、論理・表現Ⅰの内容を含む）

【一般選抜〔C 日程〕】
●出願期間および試験日等

出　願　期　間 試　験　日 合格発表日
2025 年 2月 20日（木）～ 3月７日（金）　当日消印有効 3月 17日（月） 3月 21日（金）

●選抜方法　①書類　②小論文（総合型問題）　③面接

【大学入学共通テスト利用選抜〔Ａ日程・Ｂ日程・C 日程〕】
●出願期間および試験日等

出　願　期　間 試　験　日 合格発表日
A日程 2025 年 1月 6日（月）～ 1月 24日（金）　当日消印有効

大学入学共通テストを受験
2月 14日（金）

B日程 2025 年 2月 7日（金）～ 2月 19日（水）　当日消印有効 3月 7日（金）
C日程 2025 年 2月 20日（木）～ 3月 7日（金）　当日消印有効 3月 21日（金）

●指定教科・科目　　※大学入学共通テスト利用選抜A日程・B日程・C日程ともに共通です。

学科・専攻 教　　科 試　験　科　目

子ども教育学科

国　語 『国語』（近代以降の文章）
必　須

外国語 『英語』（リスニングテストを含む）

地理歴史・公民
『地理総合，地理探究』『歴史総合，日本史探究』『歴史総合，世界史探究』『公共，倫理』『公共，政治・経済』『地
理総合／歴史総合／公共』『旧世界史A』『旧世界史B』『旧日本史A』『旧日本史B』『旧地理A』『旧地理B』『旧
現代社会』『旧倫理』『旧政治・経済』『旧倫理、旧政治・経済』

４教科 30科目より１科目選択数　学 『数学Ⅰ，数学A』『数学Ⅰ』『数学Ⅱ，数学B，数学C』『旧数学Ⅰ・旧数学A』『旧数学Ⅰ』『旧数学Ⅱ・旧数学
B』『旧数学Ⅱ』

理　科 『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』『物理』『化学』『生物』『地学』

情　報 『情報Ⅰ』『旧情報』

心理福祉学科

国　語 『国語』（近代以降の文章） 必　須

外国語 『英語』（リスニングテストを含む）

５教科 31科目より２科目選択

地理歴史・公民
『地理総合，地理探究』『歴史総合，日本史探究』『歴史総合，世界史探究』『公共，倫理』『公共，政治・経済』『地
理総合／歴史総合／公共』『旧世界史A』『旧世界史B』『旧日本史A』『旧日本史B』『旧地理A』『旧地理B』『旧
現代社会』『旧倫理』『旧政治・経済』『旧倫理、旧政治・経済』

数　学 『数学Ⅰ，数学A』『数学Ⅰ』『数学Ⅱ，数学B，数学C』『旧数学Ⅰ・旧数学A』『旧数学Ⅰ』『旧数学Ⅱ・旧数学
B』『旧数学Ⅱ』

理　科 『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』『物理』『化学』『生物』『地学』

情　報 『情報Ⅰ』『旧情報』

健康栄養学科
管理栄養専攻

国　語 『国語』（近代以降の文章）
必　須

外国語 『英語』（リスニングテストを含む）

数　学 『数学Ⅰ，数学A』『数学Ⅰ』『旧数学Ⅰ・旧数学A』『旧数学Ⅰ』

３教科 11科目より１科目選択理　科 『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』『物理』『化学』『生物』『地学』

情　報 『情報Ⅰ』『旧情報』

グローバル・
スタディーズ学科

外国語 『英語』（リスニングテストを含む） 必　須

国　語 『国語』（近代以降の文章）

５教科 33科目より２科目選択

地理歴史・公民
『地理総合，地理探究』『歴史総合，日本史探究』『歴史総合，世界史探究』『公共，倫理』『公共，政治・経済』『地
理総合／歴史総合／公共』『旧世界史A』『旧世界史B』『旧日本史A』『旧日本史B』『旧地理A』『旧地理B』『旧
現代社会』『旧倫理』『旧政治・経済』『旧倫理、旧政治・経済』

数　学 『数学Ⅰ，数学A』『数学Ⅰ』『数学Ⅱ，数学B，数学C』『旧数学Ⅰ・旧数学A』『旧数学Ⅰ』『旧数学Ⅱ・旧数学
B』『旧数学Ⅱ』『旧簿記・会計』『旧情報関係基礎』

理　科 『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』『物理』『化学』『生物』『地学』

情　報 『情報Ⅰ』『旧情報』

　※各科目の配点は 100点満点とします。
　※『国語』（近代以降の文章）は、110点満点を 100点満点に換算します。
　※『英語』（リスニングテストを含む）は、200点満点を 100点満点に換算します。
　※『地理総合／歴史総合／公共』は、２つの出題範囲を解答することで１科目とみなします。
　※『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』は、２つの出題範囲を解答することで１科目とみなします。
　※選択科目では、本学指定の受験科目のうち、高得点の科目を合否判定に使用します。

2025 年度 仙台白百合女子大学　学生募集について
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